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全ての児童・生徒のための世界につながる革新的な扉



Society 5.0 時代を生きる全ての子供たちの可能
性を引き出す個別最適な学びと協働的な学びを実
現するために、学校現場における ICT の積極的な
活用が不可欠との観点から「GIGA スクール構想」
が２０１８年度にスタート

児童生徒の「１人１台端末」及び「高速大容量の通
信環境」の下での新しい学びを２０２２年度までにす
べての学校へ

超スマート社会







ＧＩＧＡスクール構想で広がる「学びの新しいかたち」
学びを止めない・学びの保障・個別最適な学習

学校の授業で 病気や病院で

ケガや病院で 臨時休校や不登校対策



保護者が気をつけること
～効果的に活用するためには家庭でも子供たちに指導が必要～

１ GIGAスクール端末を使用する場合の主なルール

(１) GIGAスクール端末は，学校から指示されたオンライン学習と課題学習でのみ使用する。

(２) GIGAスクール端末を第三者に貸さない。

(３) GIGAスクール端末を使用するためのアカウント（ＩＤ）とパスワードは第三者に教えない。

(４) インターネット利用時に，不適切なサイトにアクセスしない。

(５) インターネット上のファイルは，学校の許可なくダウンロードしない。

(６) アプリケーションの追加・削除，設定の変更は行わない。

(７) GIGAスクール端末を落としたり，ぬらしたりしないように注意して扱う。

(８) 学習に関係のない目的では使わない。

２ 健康面への配慮

(１) 学校と直接つながっていない時間の，家庭における課題学習等の利用時間を決める。

(２) コンピュータを使用する際には，机と椅子の高さを正しく合わせて良い姿勢を保ち，目と

コンピュータの画面との距離を30cm以上離す。

(３) 長時間にわたって継続して画面を見ないよう，30分に１回は，20秒以上，画面から目を離

して，できるだけ遠くを見るなどして目を休める。

(４) コンピュータの画面を見続ける学習活動が長くならないようにする。

(５) 画面の反射や画面への映り込みを防止するために画面の角度や明るさを調整する。

(６) 部屋の明るさに合わせて，コンピュータの画面の明るさを調整する

(７) 就寝１時間前からはコンピュータの利用を控える。

(８) 児童生徒が自らの健康について自覚を持ち，時間を決めてできるだけ遠くを見て目を休め

たり，目が乾かないよう意識的に時々まばたきをしたりするなど，リテラシーとして習得す

るように声掛けをする。

３ インターネットの特性と個人情報の扱い方

(１) 自分にとって危険な行動や他人に迷惑をかける行動をしないように，コンピュータやイン

ターネットの特性と個人情報の扱い方を正しく理解しながら使用する。

(２) 本人の許可を得ることなく写真を撮ったり，録音・録画したりしない。

(３) 児童生徒が自分や他人の個人情報（名前，住所，電話番号，メールアドレスど）を，誰も

がアクセスできるインターネット上に不用意に書き込まない。

(４) 他人を傷つけたり，嫌な思いをさせたりすることをネット上に書き込まない。

４ トラブルが起きた場合の連絡や問合せ方法

(１) GIGAスクール端末の故障や破損，ネットワークの不具合，インターネット上のトラブル等，

問題が発生した場合は，直ちに学校に連絡する。
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本資料は、仙台市各単位ＰＴＡにおいて活用可能です。

引用資料・参考資料・使用画像
・「ＧＩＧＡスクール構想の実現へ」（文部科学省）
・「Society 5.0「科学技術イノベーションが拓く新たな社会」説明資料（内閣府）
・「GIGAスクール構想の下で整備された１人１台端末の積極的な利活用等について（通知）」
（仙台市教育委員会）
・(C)子どもと動物のイラスト屋さん/わたなべふみ


